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ＩＣＴ
・ インフォメーション アンド コミュニケーション
テクノロジー
・情報通信技術
・通信技術を活用したコミュニケーション

【機器】
・電子黒板・プロジェクタ・実物投影機・デジタルカメラ
・タブレットPC（含：カメラ機能）等
【ソフトウエア】
・デジタル教科書・授業支援ツール・教育クラウド
・ワープロアプリ・プレゼンアプリ・表計算サプリ等

＜今回の研修＞
ICT環境整備や

実際の操作ではなく，
数学科の指導における
ICTの効果的な活用
についてです。

資質・能力の三つの柱

各教科等の指導におけるICT活用の基本的な考え方

新学習指導要領に基づき，資質・能力の三つの柱をバランスよく育成する
ため，子供や学校等の実態に応じ，各教科等の特質や学習過程を踏まえて，
教材・教具や学習ツールの一つとしてICTを積極的に活用し，主体的・対話
的で深い学びの実現に向けた授業改善につなげることが重要。

【留意点】

○資質・能力の育成により効果的な
場合にICTを活用する。

○限られた学習時間を効率的に運用
する観点からもICTを活用する。
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１．数学における効果的なICTの活用方法

２．授業における日常的なICTの活用方法
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１．数学における効果的なICTの活用方法

２．授業における日常的なICTの活用方法

・前回の授業や
学年をこえた既
習事項を表示
できる。

円滑な授業の導入
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・ワークシートの
保存ができる。
・必要な情報がす
ぐに取り出せる。
（アイテムデータ等）
・振り返りなどを
入力し，学びの
足跡として整理・
記録していく。

【教師】
評価に役立てる。

・より多くの意見
を取り上げること
ができる。
・進捗状況を確
認できる。
・個別にコメントを
書き込むなど，
支援や評価がで
きる。

【教師】
状況に応じた適切
な支援ができる。

＜授業におけるICT活用の目的＞

・従来の指導方法をより効果的・効率的にするため

・従来の指導内容の質を深め豊かにするため

・従来の指導では実現しなかったような新しい指導
のため

生徒にとって
わかりやすくなる

教師にとって
教えやすくなる

確かな学力の
確実な育成へ

① 観察や操作，実験などを通して，問題を見いだす場面

② 問題を解決するために必要なデータを収集する場面

③ 数，式，図，表，グラフなどを作成して処理する場面

④ 問題解決の過程を振り返り，評価・改善する場面

⑤ 遠隔地との意見交換をする場面 など

＜数学の授業でのICT活用＞
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＜ICT活用の留意点＞

○ ICTを使う場面と使わない場面の選択と組み合わせ

・ノートに書かせる内容とノート整理の仕方

・対面でのコミュニケーション活動とICTの組み合せ

・板書内容と画面に提示する内容の選択

・紙媒体で配付するものとデータで配付するものの選択

・文字，表，グラフなど手を動かして自らかくことや，体験的な
活動が疎かになることを避ける。

・学習の目的を実現のための道具の一つとして活用する

○「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善に役立てる

・単に視聴させるだけで，わかったつもりになって学習が終わる
ことがないようにする 学習の目的を明確にもち，

創意工夫を生かした
新たなまなびのツールの効果的な活用によって，

学習指導のいっそうの充実を


